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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 20 20 目標値 400 400

 ( H26 ～ ) 実績値 32 － 実績値 694 －

 [団体] 達成率 160.0% － [人] 達成率 173.5% －

 目標値 50 50 50

実績値 48 43 －

[人] 達成率 96.0% 86.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 710 710 728

18,726 21,436 実績値 718 677 －

18,601 － [人] 達成率 101.1% 95.4% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 4 4 目標値 60 60

 ( H29 ～ R1 ) 実績値 4 3 実績値 60 60

 [回] 達成率 100.0% 75.0% [人] 達成率 100.0% 100.0%

 目標値 60 60

実績値 99 80

[件] 達成率 165.0% 133.3%

令和元年度 令和 2 年度 目標値

1,689 実績値

1,590 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 4 27 13 目標値 64,452 68,472 73,392

 ( H27 ～ ) 実績値 4 11 － 実績値 63,248 － －

 [施設] 達成率 100.0% 40.7% － [累計：人] 達成率 98.1% － －

 目標値 3 1 0 

実績値 2 0 －

[施設] 達成率 66.7% 0.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 4 2

584,909 445,027 実績値 2 －

390,667 － [施設] 達成率 50.0% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 200 200 200 目標値 6 8 10

 ( H26 ～ ) 実績値 308 193 － 実績値 6 8 －

 [人] 達成率 154.0% 96.5% － [市町村数] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 200 200 200

実績値 257 353 －

[人] 達成率 128.5% 176.5% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 300 300 300

15,018 21,265 実績値 261 353 －

13,887 － [人] 達成率 87.0% 117.7% －

お薬健康相談開催件数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　お薬健康相談会に参加した高齢者からは、「今回初めて薬剤師さんからいろい
ろ話を聞けて良かった。」、「たまっている薬を薬局に持って行き話してみま
す。」等の反響があり、実施したアンケートでは、9割近くの参加者が満足のいく
内容であったと回答があった。これからの地域の薬局は、住民から、多職種と連
携し積極的な健康サポートの役割（地域住民による主体的な健康の維持・増進を
支援）を求められている。令和2年度以降は、（公社）大分県薬剤師会がお薬健康
相談事業を実施する。

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

1

いきいき高齢者地域活動推進事業

平成 30年度

①地域の高齢者団体による健
　康寿命延伸や生きがいづく
　り等の事業立上げを支援
                    11,778
②市町村老人クラブ連合会の
　活動推進員設置支援の補助
　　　　　　　　　　 3,680
③元気な高齢者が地域を支え
　る担い手となるための講座
　を開催
                     2,045

ふるさとの達人登録者数

予算 11,636

決算 9,147

パワフルシニア活動事業実
施団体数高齢者福祉課

　元気な高齢者の社会参加を促進することによ
り健康寿命の延伸を図るため、健康づくりや地
域貢献活動へ参加を促す講座を開催するほか、
地域で行う健康寿命延伸や生きがいづくり等に
資する活動に要する経費等を助成する。

おおいたアクティブシニア
受講者数

予算 1,686

決算

資質向上研修開催回数 お薬健康相談会等で地域
に出向いた薬剤師の数

薬務室

　高齢者等の薬の適正使用及び地域包括システ
ムにおける薬剤師の参画を推進するため、無薬
局地域で地域の薬剤師会と連携し、高齢者等に
対する薬の相談事業を実施するとともに、薬剤
師の資質向上のための研修を実施する。

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

地域服薬健康相談事業

平成 30年度

①｢安心との出会い｣お薬健康
　相談事業
                       982
②地域医療に貢献するための
　資質向上研修
                       707

区分

平成 30年度

①地域包括ケアシステム構築
　に向けた人材育成
                     7,695
②在宅医療・介護連携の推進
　に向けた研修等の開催
                     6,839
③地域包括ケアシステム構築
　に向けた関係機関の連携促
　進
                       482

小規模介護施設等の整備施
設数高齢者福祉課

　地域包括ケアシステムを推進するため、小規
模（定員２９名以下）な介護施設の整備など、
地域の実情に応じた介護サービスの提供体制を
整備する。

プライバシー保護のための
改修施設数

1,107

決算 12,964

地域包括支援センター研修
受講者数高齢者福祉課

　介護度の重度化を防止するため、医療・介護
連携体制の強化や人材育成などを行い、高齢者
が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう地域
包括ケアシステムの構築に取り組む。

在宅医療・介護連携全体研
修会受講者数

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

4

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

介護サービス基盤整備事業

平成 30年度

①小規模施設等の創設や増設
　に対しての経費助成
                   336,000
②施設の円滑な開設のための
　経費等の助成
                   152,546
③介護医療院へ転換する経費
　の助成
                    92,545

予算 210,269

決算 209,128

区分

地域包括ケアシステム構築推進事業

介護療養型医療施設等から
の転換整備数

地域包括ケア推進大会参加
者数予算 13,332

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

パワフルシニア活動
参加者数

認知症対応力向上のため
の地域ケア会議設置数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　パワフルシニア活動応援事業の実施により、高齢者団体による生きがいづくり
等の事業立上げを支援するとともに、「健康づくり・介護予防」、「生活支援」
等をテーマとしたおおいたアクティブシニア養成講座を開催し、高齢者の地域活
動が促進された。
　今後は老人クラブ等地域活動団体や補助団体の活動調査を行い、好事例の情報
発信なども行い、さらに地域活動を推進する。

地域密着型サービス
利用者数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　成果指標は概ね達成しているが、活動指標が目標を下回った理由としては、事
業の採算性が合わない等の理由による公募不調が要因。効果的な公募方法や収益
の安定した取組事例等の周知を図っていく。
＜実績値未確定＞
　成果指標(地域密着型サービス利用者数)の令和元年度実績値は、令和3年3月頃
に確定する見込みであるため、評価は平成３０年度実績を採用。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （翌年度繰越額　191,075千円）

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　認知症のケースに苦慮している地域ケア会議に対して、認知症に詳しい専門職
等に助言者として参加してもらい、モデル的にケース検討を行うことにより認知
症対応力向上を図った。引き続き取組を継続し、地域包括ケアシステム構築にお
いて不可欠である市町村等の認知症対応力向上を支援する。
　また、重度化防止に向けた地域ケア体制の整備や、人材育成等の取組により、
引き続き地域包括ケアシステムの構築を推進する。
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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 17 17 17 目標値 110 110 110

 ( H6 ～ ) 実績値 15 14 － 実績値 97 108 －

 [市町村] 達成率 88.2% 82.4% － [件] 達成率 88.2% 98.2% －

 目標値

実績値

達成率

令和元年度 令和 2 年度 目標値

16,002 15,924 実績値

13,361 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 40 60 60 目標値 11.5 11.3 11.3

 ( H27 ～ ) 実績値 40 68 － 実績値 8.6 7.8 －

 [台] 達成率 100.0% 113.3% － [％] 達成率 125.2% 131.0% －

 目標値 40 40 40

実績値 30 30 －

[箇所] 達成率 75.0% 75.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

55,616 55,893 実績値

38,645 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 30 30 目標値 20.0 20.0

 ( R1 ～ ) 実績値 96 － 実績値 － －

 [事業所] 達成率 320.0% － [％] 達成率 － －

 目標値 40 40

実績値 12 －

[人] 達成率 30.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

12,939 32,984 実績値

10,589 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 5 5 5 目標値 19,400 20,400 20,900

 ( H21 ～ ) 実績値 4 5 － 実績値 19,684 20,441 －

 [回] 達成率 80.0% 100.0% － [人] 達成率 101.5% 100.2% －

 目標値 4 4

実績値 6 4

[団体] 達成率 150.0% 100.0%

令和元年度 令和 2 年度 目標値 50 50 105

29,888 62,024 実績値 61 47 －

27,052 － [件] 達成率 122.0% 94.0% －

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

6

介護労働環境改善事業

平成 30年度

①介護職員の負担軽減を図る
　介護ロボット導入事業者へ
　の補助            24,000
②ノーリフティングケアを推
　進し、介護従事者の負担軽
　減を図るための研修及び補
　助                16,443
③介護サービス事業所の業務
　効率化となるＩＣＴ導入経
　費の補助          15,000

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

5

在宅高齢者住宅改造助成事業

平成 30年度

①住宅設備を在宅高齢者に適
　合するよう改造する工事経
　費助成
                    13,760
②早期に自立支援が可能な小
　規模工事の経費助成
                     2,242

予算 15,480

決算 12,022

　県内の介護人材不足に対応するため、外国人
介護人材が円滑に就労・定着できる取組を行
う。

集合研修等受講者数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　事業所向けの受入研修会については、委託先の集客能力により目標値を達成す
ることができ、外国人介護人材受入の推進を行うことができた。
　一方、外国人介護人材に対して行う集合研修については、新型コロナウイルス
感染症の影響で計４会場分が開催できず、目標値に達することができなかった。
令和２年度は完全開催を目指し、外国人労働者離職率低下の取組を推進したい。
　成果指標の令和元年度実績値は令和2年度の現況調査で令和3年1月末までに確定
する見込である。

助成交付件数

高齢者福祉課

　高齢者が安全・安心に在宅での生活を続けて
いくため、住宅設備を在宅高齢者に適するよう
に改造する経費の一部を助成する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　平成30年度に事務の流れを見直すため、交付要綱を改正。これにより、申請か
ら交付決定までの期間が短縮できたことで、対象者の身体状態等を踏まえ迅速な
施工が必要なものから執行可能になった。
　しかし、予定していた工事が延期や中止になる等により、不用額が発生してい
るため、市町村と連携し、年度途中での執行状況チェックと必要に応じた再分配
を行い、改善に努める。

区分

介護ロボット導入事
業所の離職率

予算 5,962

決算 5,876

介護ロボットの導入台数

高齢者福祉課

　介護従事者の負担を軽減し離職防止を図るた
め、働きやすい職場環境の整備を支援する。

高齢者福祉課

助成を実施した市町村数

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

8

福祉・介護人材確保対策事業

平成 30年度

①求職者と事業所のマッチン
　グ支援を行うキャリア支援
　専門員の設置、就職フェア
　の開催
                    12,481
②介護福祉士等の養成施設就
　学者への修学資金等の貸付
　　　　　　　　　　 5,380
③小規模事業所が共同で実施
　する研修への補助
　　　　　　　　　　 2,752

推進施設での実地研修参加
施設数

就職フェア開催数

区分

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

7

外国人介護人材確保対策事業

平成 30年度

①外国人介護人材の介護技能
　等向上のための集合研修等
　を実施             2,700

②技能実習生の円滑な受入支
　援のためのアドバイザー派
　遣                 2,137

③受入希望事業者の情報収
　集、現地での合同説明会等
　開催               1,671

予算

決算

受入研修会参加事業者数

高齢者福祉課

　福祉・介護人材を確保するため、参入促進や
離職防止、資質向上等の取組を実施する。 複数事業所連携研修参加ユ

ニット数
事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　高校や大学等への出前講座の実施により、高校生や大学生等の福祉・介護職へ
の理解の促進を図ることができた。
　引き続き、福祉・介護職への理解や参入の促進を図るため、介護にふれる機会
を提供できる出前講座や職場体験等を実施するとともに、介護補助職や介護福祉
士修学資金等貸付制度等について、関係機関との連携の上、積極的に広報を実施
する。

区分

区分

養成施設修学者への貸付件
数予算 28,352

決算 27,076

Ｂ

Ａ

－

Ａ

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　介護ロボット・ＩＣＴ導入やノーリフティングケア（抱え上げない介護）によ
り介護従事者の業務効率化や身体的・精神的負担の軽減につながり離職率の低下
を図ることができた。引き続き、介護従事者の負担を軽減し働きやすい職場環境
の整備を支援していく。

介護福祉士登録者数

外国人労働者離職率
（通所、入所）
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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 350 350 340 目標値 80 90 100

 ( H28 ～ ) 実績値 503 480 － 実績値 184 127 －

 [件] 達成率 143.7% 137.1% － [箇所] 達成率 230.0% 141.1% －

 目標値 22 24 25

実績値 24 23 －

[箇所] 達成率 109.1% 95.8% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 3 3 1

4,484 7,253 実績値 3 3 －

3,923 － [回] 達成率 100.0% 100.0% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 1 1 目標値 5 10

 ( H30 ～ ) 実績値 1 － 実績値 5 －

 [回] 達成率 100.0% － [人] 達成率 100.0% －

 目標値 8 1 1

実績値 17 1 －

[回] 達成率 212.5% 100.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

6,546 11,371 実績値

4,754 － 達成率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容
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若年性認知症相談支援体制整備事業

平成 30年度 若年性認知症相談機関研修
会の開催回数予算 4,827

決算 4,531

若年性認知症支援コーディ
ネーターが相談に応じた件数

若年性認知症支援コー
ディネーターが相談後に
連携した機関数高齢者福祉課

　若年性認知症の人が状態に合わせた適切な支
援を受けられるよう、支援コーディネーターに
よる医療・福祉・就労の総合的な相談支援など
を行う。

若年性認知症自立支援ネット
ワーク会議関係機関・団体数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　若年性認知症支援コーディネーターが支援した実人員が令和元年度に100人を超
えた。また、平成３０年度に作成した支援者用のガイドブックを用いて、相談機
関向けの研修会を実施し、支援体制の強化に努めた。
　今後は、平成25年度からの若年性認知症施策の評価・最新の実態の把握により
課題を明確化するために実態調査を行い、ネットワーク会議において結果の分析
を十分に行った上で、迅速に必要な支援を開始するよう努める。

区分

①若年性認知症に係る相談に
　応じるコーディネーターを
　設置         　　  3,588
②自立支援のため、医療・介
　護・雇用等各分野の関係機
　関からなるネットワーク会
　議を開催　　　　　　 499
③若年性認知症の相談に応じ
　る機関向けに研修会を開催
　　　　　　　　　　　 397

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容
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認知症にやさしい地域創出事業

平成 30年度

①アルツハイマー型認知症の
　発症リスクを踏まえた認知
　症予防の取組　　　 3,500
②認知症の当事者（ピアサポ
　ーター）が不安を抱えてい
　る認知症当事者やその家族
　を支援する取組の促進
　　　　　　　　　　 1,958
③認知症カフェ等へのスー
　パーバイザー派遣
　　　　　　　　　　　 379

予算 3,110

決算 2,838

ピアサポーター養成研修

高齢者福祉課

　認知症の人やその家族が安心して地域で暮ら
せる環境を整えるため、早期診断・早期対応力
や相談体制を強化する取組を支援する。

認知症カフェ等へのスー
パーバイザー派遣回数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　市町村での本人ミーティング開催のきっかけづくりができたり、市町村認知症
施策会議に当事者が参加し意見が取り入れられたりと、本事業の実施により認知
症の人が住み慣れた地域で安心して暮らせる体制の構築へつながっている。
　今後は、認知症疾患センターが要となり、認知症地域支援推進員等とのサポー
ト体制を強化し、若年層家族介護者の支援、県内広域見守りSOS体制の強化、ピア
サポーターの養成と活躍の仕組づくりなどにより、認知症の人が住み慣れた地域
で暮らし続けられる体制の構築に努める。

区分

Ａ

Ａ

ピアサポーター登録
数
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